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進 藤 秀 彦
Ithappensnowandthenthatapoetbysome
strangeaccidentexpressthemoodofhisgenera-
tion,atthesametimethatheisexpressingamood
ofhisownwhichisquiteremotefromthatofhis
generation.Thisisnotaquestionofinsincerity:
thereisanamalgam ofyieldingandopposition
belowthelevelofofconsciousness.Tennysonhim-
self,Ontheconsciouslevelofthemanwhotalksto
reportersandposesforphotographers,tojudge
fromremarksmadeinconversationandrecordedin
hisson'sMemoir,consistentlyassertedaconvinced,
ifsomewhatsketchy,Christianbelief‥H Never･
theless,Igetaverydifferentimpressionfrom In
Memo′滋mfromthatwhichTennyson'Scontempo-
rariesseemtohavegot.Itisofaverymuchmore
interestingandtragicTennyson.
-T.S.Eliot,"InMemoriam"(1936)l
Wh ateverypoetstartfromishisownemotions.
Andwhenwegetdowntothese,thereisnotmuch
to･choosebetweenShakespeareandDante.Dante'S
ⅠⅤ
さて,ここでタイプ原稿についての問題に移
る｡この詩の原稿が発見されるまでの経緯につい
ては,前回の考察(｢長野大学紀要｣通巻第14号)の
冒頭で簡単にふれたが,この失なわれた原稿は長
いあいだ研究者の深い関心を引いていた｡1922年
に発表されて以来,この詩は英語で書かれた詩と
しては今世紀で最も多くの議論を呼びおこした作
品であり,第一次大戦がヨーロッパにもたらした
戦後の荒廃した世界の中に,あたかもこの世代の
自分たちの文明-の深い絶望感を請ったかのよう
な,難解ではあるが記憶に残る言葉と,それまで
railings,hispersonalspleen,‥.hisnosta一gia,his
bitterregretsforpasthappiness-orforwhatseems
happinesswhenitispast-andhisbraveattempts
tofabricatesamethingpemanentandho】youtof
hispersonalanimalfeelings-asintheVitaNz(ova
-canalbematchedout.ofShakespeare.Shake-
speare,too,wasoccupiedwiththestruggle-which
aloneconstituteslifeforapoet-totransmutehis
personalandprivateagoniesintosomethingrich
andstrange,Somethinguniversalandimpersonal.
TherageofDanteagainstFlorence,OrPistoia,Or
whatnot,thedeepsurgeofShakespeare'sgeneral
cynlCISm anddisilusionment,aremerelyglgantic
attemptstometamorphoseprivatefailuresand
disappointments.Thegreatpoet,inwritinghimself,
writeshistime.ThusDante,hardlyknowingit,
becamethevoiceofthethirteenthcentury;Shake-
speare,hardlyknowingit,becometherepresent･
ativeoftheendofthesixteenthcentury,ofa
tumlngpointinhistory.
-"ShakespeareandtheStoicismofSeneca"(1927)2
の詩というものの概念を拒絶するかのようなその
新しい表現のかたちをもって現われ,それ以後の
世代に大きな影響力を持ち続けてきた｡後年のエ
リオットはさまざまな場で,この詩はヨ-ロツパ
文明の荒廃だとか当時の世代の幻滅を描き出した
ものだという批評家や読者の理解に対して,そう
いうものを言葉にするためにこの詩を書いたので
はないとたびたび明言 しているが3,このThe
lyasteLandという重い独特なひびきに満ちた詩
と,その直哉で同時に象徴的なタイトルは,この
作品が投げ出された時代背景がみずから生み出し
た作品と考えないではいられないほど,テーマと
してその時代とひびき合って読者に受けとられ
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た｡このことで思いだされるのは,エリオットが
この詩を発表して5年後に書いたHShakespeare
andtheStoicismofSeneca"という文章である｡
シェイクスピアやダンテを語 りながら奇妙に自己
告白的ともとれる言葉がちりばめられたこのエッ
セイのなかで,彼は上に掲げた言葉を書きつけて
いる｡｢偉大な詩人は,自分自身のことを書くうち
に,結局自分の生きた時代を描き出すことにな
る｡｣これは,エ リオットが TjleWasteLa7ldに
ついて,発表後,関接的に,あるいは無意識のう
ちに語ったものとして最も早い部類に属する｡
この詩がその時代とのかかわりで総体として暗
示したものについては,エリオット自身の意図が
どうあれ,その時代の社会的関連のなかで受けと
られたのは自然であって,大戦後のヨーロッパに
ふさわしいTleWasteLandというタイトルや,
この詩の366行から376行 (.‥ / Falling
towers/Jerusalem Athens Alexandria/
ViennaLondon/Unreal)までの部分に彼が註と
して付けた-ツ七の東ヨーロッパの混乱について
の言葉などから考えれば,むしろ必然的とも言え
るが,この詩の言語のもつ全体としての複雑さや
暖昧さが前例のないほど新しいものであっただけ
に,まだこうした語法を自然に受けとる術をもた
ない多くの読者や批評家には,言葉の ｢意味｣を
｢理解｣するしかなくて,この詩の中の個々の神
話的象徴や暗示の意味するものとか,断片的な詩
句やイメージの内的関連について,いわゆる研究
者たちの問で,今から考えれば字句にとらわれす
ぎた行きすぎとも思われる多くの議論が行なわれ
た｡
この詩がパウンドによって,最初に書かれてい
た形の約半分に削られたことは,1946年のエ リ
オット自身の次のような言葉によって広く知られ
るようになった｡
ItWasin1922thatlplacedbeforehiminParis
themanuscrlptOfasprawlingchaoticpoem
caledT/zeWaslcLa71dwhichlefthishands
reducedtoabouthalfitssize,intheform in
whichitappearsinprint.4
また,1950年にはパウンドの書簡集が出され,
ローザンヌでひとまず書き上げられたこの詩の原
稿をロンドンへの帰途,パリでパウンドに見せて
いくつかの改変を行ったのちもひき続き行なわれ
ていた,二人の間の手紙による推献上のやりとり
を具体的に示す1921年1月のパウンドの手紙2通
と,その間に出されたエリオットのパウソド宛の
手紙 1通が発表されて5,この詩の最終的な形をめ
ぐってのパウンドの指示や助言のいくつかが知ら
れるようになり,この詩の難解さをとく鍵として
この原稿段階の姿が伝説的ともいえるほどの大き
な関心を集めるようになった｡つまり,この詩の
意味上の脈絡を欠いたような構成はパウンドの削
除が原因なのではないかという疑問,また,もし
推殻のあとを示すその原稿があれば表現上の断片
性やこの詩全体の意味するものについて何かが補
われるのではないかといえ推測ががこれ以後の批
評に付きまとうようになったわけで,1950年代の
終わりに書かれたHugh Kennerの TIleInvisible
Poet(1960)と題したエリオット論などは,こう
した推論を代表するものとして,彼が呼ぶところ
の "Ur-WasteLa7ld"へのパウンドの削除改変が
この詩を断片的かつ複雑なものにしたと断定 し
た 6｡
こうした疑問や推則に答えるかのように,エリ
オットは1959年,ParisReuielt･に掲載 された
DonaldHallとのインタビューのなかで,パウン
ドの推故とその原稿について,こう語っている｡
INTERVIEWER: Youhavementionedinprint
thatPoundcutTJleWasteLandfrom amuch
largerpoem intoitspresentform.Wereyou
benefitedbyhiscriticism ofyourpoemsin
general?Didhecutotherpoems?
ELIOT: Yes.Atthatperiod,yes.Hewasa
maⅣelouscriticbecausehedidn'ttrytotum you
intoanimitationofhimself.Hetriedtoseewhat
youweretryingtodo.
INTERVIEIVER: Doesthemanuscriptofthe
orignaI,uncutWasteLandexist?
ELIOT: Don'taskme.That'soneofthethings
Idon'tknow.It'sanunsolvedmystery.Isolditto
JohnQuinmIalsogavehimanotebookofun-
publishedpoems,becausehehadbeenkindtome
invariousaffairs.That'sthelastIheardofthem.
Thenhediedandtheydidn'ttumupatthesale.7
続いて,削除された主な部分についての話に移
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り,そのあと,パウンドの手によって作品全体の
意味や構成は変わったかという問題について,こ
う言っている｡
1NTERVIEWER: WhatsortofthingsdidPound
cutfrom TheWastLand?Didhecutwhole
sections?
EuOT.IWholesections,yes.Therewasalong
sectionaboutashipwreck.Idon'tknowwhat
thathadtodowithanythingelse,butitwas
ratherinspiredbytheUlyssesCantoinThe
Inferno,Ithink.Thentherewasanothersection
whichwasanimitation ofRapeoftheLock.
Poundsaid,`It'snousetryingtodosomething
thatsomebodyelsehasdoneaswelasitcanbe
done.Dosomethingdifferent.'
INTERVIEWER: Didtheexcisionschangethe
intelectualstmctureofthepoem?
EuOT.'No.IthinkitwasjustasstruCtureless,
onlyinamorefutileway,inthelongerversion.8
以上が1959年のイソタビューの中での出版以前
のこの詩についてのエリオットの発言であるが,
この な か で ダ ンテ のUlysses Canto(The
InfernoXXVl)に触発されて書かれたという難破
の場面の削除を第-に記憶しているのは注目して
よい｡これは弟ⅠⅤ部の"DeathbyWater"の冒
頭をなしていたDrySalvagesの沖での難破を物
語 る80行余 りの部分で,現在の"Phlebas the
Phoenician,afortnightdead'に始まる10行の前
にくるものであるが,このパウンドによって詩に
なっていないとして削られた部分には,この詩に
ついてのエリオットのごく初期の構想をうかがわ
せるいくつかの影響関係が浮かび上がってくる｡
この点に関しては第ⅥⅠ章で述べる｡
このインタビューでエリオットは原稿の行くえ
は今だに解けない謎だと語っているが,結局彼は
1923年10月にジョン･クイソに送ったこの原稿や,
同じ小包で送られた彼の大学時代(1909年11月頃)
から1914年の8月までの多くの未発表の詩をたん
わんに書き込んだノート9を二度 と見ることなく
世を去った｡ しかし実際は,クイソの財産を相続
していた彼の姪によって1950年代のはじめにクイ
ンの書類の束の中から発見され その知らせを受
けたニューヨーク市立図書館のBergColection
が,このインタビューの前年にひそかに18,000ド
ルで購入していたのである｡
このコレクションの責任者は,この原稿を入手
した直後の1958年5月,ロンドンに出かけた際に,
エ リオットの知 人 を通 じて あ る "business
matter"について話し合いたいので会ってほしい
と彼に打診したが,そのときエリオットはちょう
どアメリカにいて実現せず,以後この原稿につい
ては,エリオットにもパウンドにも何ら連絡が行
なわれなかった｡この原稿の売却が秘密裡に行な
われ,それ以後7年近くエリオットが生きていた
にもかかわらず,ジョン･クイソの伝記が出版さ
れる1968年10月25日までそれが公表されなかった
のは不可解ともいえるが,この原稿やそれ以前の
ノートの売却 と同時に同図書館のManuscript
Divisionに寄贈されたクイソ宛のエ リオットの
22通の手紙のなかに見られる次のような言葉か
ら,生前のエリオットに結局何の連絡もとられな
かった理由が類推される.
InthemanuscriptofTheWasteLandwhichIam
sendingyou,youwiHseetheevidenceofhis
[Pound'S]work,andIthinkthatthismanuscript
isworthpreservlnglnitspresentformsolelyfor
thereasonthatitistheonlyevidenceofthe
differencewhichhiscriticismhasmadetothis
poem.Iamgladthatyou,atleast,wilhavethe
opportunityofjudgingthisforyourself.Natural-
ly,IhopethattheportionsWhichIhavesup-
pressedwilneverappearinprint,andinsending
themtoyouIamsendingyoutheonlycopleSOf
theseparts.10
また,未発表の詩を清書 したノートについて
語っていると思われるこれ以前の手紙では,これ
を公表せぬよう繰 り返しこう書いている｡
YouwilfindagreatmanysetsofverseWhich
haveneverbeenprintedandwhichIamsureyou
wilagreeneveroughttobeprinted,and,in
puttingtheminyourhands,Ibegyouferventlyto
keepthemtoyourselfandseethattheyneverare
printed.11
エリオットのこうした心配は,1971年に出版さ
れたこの詩の原稿のファクシミリ版に収められて
いる…TheDeathofSaintNarcissus"(ca.Oct.
1914-5)や,その少し前に書かれた今だに公表
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されない"TheBurntDancer"(June1914)とか,
…TheLoveSongofSaintSebastian"(July1914)
などの,ゴードンの伝記でその概略のみが伝えら
れている詩のことを考えれば当然とも考えられ
る｡青年期の若者が殉教者の傷められた姿に見出
した,宗教的渇望とエロティシズムの混在する
…savagejoyinpain=12とも言える世界を措いた
これらの詩には,20代前半のエリオットの精神世
界の感受性の一面が他のどこにも見られない形で
示されている｡
V
1921年12月,療養中のローザンヌで予定として
残されていた"alongpoem"の後半を書き上げ
たエリオットは,その最終部である"What the
ThunderSaid"の中にこう書いた｡
DA
Data:WhathaveweglVen?
Myfriend,bloodshakingmyheart
Theawfuldaringofamoment'ssurrender
Whichanageofpludencecanneverretract
Bythis,andthisonly,Wehaveexisted
Whichisnottobefoundinourobituaries
Orinmemoriesdrapedbythebeneficent
spider
Orundersealsbrokenbytheleansolicitor
lnouremptyrooms (l.400-9)
しかし,1965年 1月4日,彼が76歳で死んだと
き,その翌日の TJleTi7neSに載った HObituary"
には,次のような数行が含まれていた｡"…along-
drawn-outprivatetragedywhichdarkenedhis
middleyearsleftadeepimpressiononhis
poetry."l彼が生きた76年のうち,ヴィヴィアンが
ロンドンの精神病棟で世を去るまでの彼の少くと
も32年間にわたる苦しみは,この"awfuldaring
ofamoment'ssurrender"に始まった｡それはま
た,ロンドンという衛とともに始まったといって
もよい｡
ここでは,エリオットの｢荒地｣,つまり結婚生
活の悲惨について述べる前にまず,この…awful
daring"をエリオットのパリ留学時代 (1910-ll)
のフランスの友人JeanVerdenalとの親密な関
係と結びつけるJamesE.Miler,Jr.の解釈は採
らないことを述べておく｡ ミラーの解釈の中心を
なす,この詩をダーダネルス海峡の海岸で戦死し
たこの友人へのエレジーと見る考え方は,この詩
の底にあったであろう枠組のひとつに光をあてた
業績として,このような読み方をはじめて発見し
た1952年のJohnPeterの論文HANewInterpre-
tationofTheWasteLa7ld"3とともに正しく評価
されなければならない｡しかし, ミラーの研究で
気になるのは,エリオットの不可解な突然の結婚
を友人ヴェルドナルの死と結びつけていること,
また ヴェル ドナルとの関係 を "thehyacinth
garden"と結びつけていることで,こうした点は,
ミラーの詳細なファクシミリ版テクストの分析に
もかかわらず,いくつかの明白な疑問が残るので
ある｡
ミラーの解釈に対するいちばん大きな疑問は,
彼が考えるような内容をうかがわせる他の作品が
見つからないことで, ミラーが考えるような体験
がパリ留学中あるいは2度目のヨーロッパ留学の
はじめにあったとしたならは,それまでのエリ
オットの詩作の場合から類推して,その体験から
生まれた詩が書かれて当然と思われるのだが,彼
のノートは,ゴードンによれば,パリから帰った
1911年の秋頃から1914年の春までほほは空自であ
るという｡42度目の留学の直前の1914年 6月か
ら, ドイツを経てオクスフォードに落ちつく10月
の問に書かれた"Burnt Dancer"(June 1914),
HTheLoveSongofSaintSebastian"(July
1914)5"TheDeathofSaintNarcissus"6(ca.Oct.
1914)などは,最後のものを除いてゴ-ドンの記
述にたよるしかないのであるが,他者との性的体
験をうかがわせるものはない｡SaintSebastianや
SaintNarcissusというタイトルに見られるよう
にここには殉教者の苦痛を一種異様な願望として
求める,きわめてなまなましい衝動が見られるは
かりで,これはいずれも内面的な想像上の世界であ
り,これを同性愛的世界と結びつけるこのほ容易
であっても,これは現実の体験とは明確に区別さ
れなければならない｡ゴードンの伝記はこれらの
詩を,エリオットの一時的な宗教的イメージへの
渇望と結びつけているが,こうした作品の世界は,
深いところで TjleWasteLandに繋がっている
と思われる｡
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いま述べた 3篇のうち,最後の"TheDeathof
SaintNarcissus"だけはノートにではなく別の
紙に書かれていて,鉛筆書きの初稿と黒のインク
で書かれた清書原稿がそれぞれ1枚ずつ残されて
いるが,この2枚は TheWasteLandのタイプ原
稿の束と一緒に発見されて,ファクシミリ版のな
かに収められているoまた,この2枚は,彼の/､-
ヴァ-ド在学中の1914年春に書かれた,それぞれ
"Aftertheturningoftheinspireddays,…"Iam
theResurrectionandtheLife,"…Sothroughthe
evening'という言葉で始まる3枚の断片7ととも
に,TheWasteLandの原稿群では最も古い部類
に属しているが,この"The Death of Saint
Narcissus"には,彼のこの頃の詩でわれわれが知
るただひとつの"surrender"という語の用例を見
ることができる｡1921年の詩の"surrenderMは人
の一生をも台なしにするような恐ろしいtemp-
tationに身を任せた,とりかえしのつかない"sur-
render"であ り,1914年の詩は待ち望んだ=the
rednessofblood"への…Surrender"であって,こ
の二つの例はその意味のひびきにおいて異なって
はいるが,ほからずもそれぞれの詩の最も深い感
情を喚起しているo少し長くなるが,この詩の後
半部を引用する｡(ペン書き清書原稿による｡)
Firsthewassurethathehadbeenatree
Twistingitsbranchesamongeachother
Andtanglingitsrootsamongeachother.
Thenheknewthathehadbeenafish
Withslipperywhitebelyheldtightinhisown
fingers,
Writhinginhisownclutch,hisancientbeauty
Caughtfastinthepinktipsofhisnewbeauty.
Thenhehadbeenayounggirl
Caughtinthewoodsbyadrunkenoldman
Knowlngattheendthestateofherownwhite-
ness
Thehorrorofherownsmoothness,
Andhefeltdrunkenandold.
SohebecomeadandertoGod.
Becausehisfleshwasinlovewiththebuming
arrOWS
Hedancedonthehotsand
Untilthearrowscame.
Asheembracedthemhiswhiteskinszmlendered
itselftotherednessof･blood,andsatisfiedhim.
Nowheisgreen,dryandstained
Withtheshadowinhismouth.8
(下線エリオット,イタリック引用老)
以上のような世界にいたのが,既に26歳になっ
ている人間であり,突然結婚するほは半年前のエ
リオットであったことは注目しておかなければな
らない｡この詩を生んだ直接の契機が,たとえゴー
ドンが伝えるように9,1914年の夏,ヴェニスで見
たマソテーニヤ作のなまなましい ｢聖セバスティ
アンの殉教｣に始まり,続けてベルガモやブリュッ
セル,そして7ソトワープで見たという殉教図や
傑刑図にあるとしても,精神分析で言う自己性欲
と死への願望とに強く彩られたこの1914年の詩に
は,その7年後に ThelyasteLandを生み出す感
受性の,おそらく最も奥深い世界が露呈している
と考えてよいだろう｡
次に "TheDeathofSaintNarcissus"の前半
を引用する.ThelVasteLandのなかでも最も秘
密にみちたひびきを持ち,さまざまな解釈にも意
味を閉ざし続ける"(ComeinundertheshadolVOf
thisredrock)"という低い声の原型が,この冒頭に
ある｡
Comeundertheshadowofthisgreyrock
Comeinundertheshadowofthisgreyrock
Andtwilshowyouashadowdifferentfrom
either
Yourshadowsprawlingoverthesandat
daybreak,Or
Yourshadowleapingbehindthefireagainst
theredrock:
Iwilshowyouhisbloodyclothandlimbs
Andthegreyshadowonhislips.
Hewalkedoncebetweentheseaandthehigh
chiffs
Wherethewindmadehimawareofhislegs
smoothlypassmgeachother
Andofhisarmscrossedoverhisbreast,
Whenhewalkedoverthemeadows
Hewasstifledandsoothedbyhisownrhythm.
Bytheriver
HiseyesIL'eYleal-W eOfthepot'7fedcornersof
Iliseyes
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Andlisilaldsal-WeOftileh'psofll's
fi71gerS.
SinEckdolt,nbysILClknowledge
Hecouldnotlivemen'sways,blLtbecawle
adaflCerbeforeGod.
IfheLt,alkedilCitystreets
Heseemedtot71eado71faces,conL･Zlsiue
tjlな]lSandknees.
SoJleCameOZEltoliL'eu7lderi/leflock.10
(イタリック引用者)
この…greyrock"の影へ誘 う声は,そのまま
TJleWasteLandの底にひびく恐れと罪のひびき
であり, …Iwilshowyoufearinahandfulof
dust"という声や,…TheFireSermon…のなかの
タリーシアスの声につながるものである｡
ところで,"TheDeathofSaintNarcissus"と
"The Fire Sermon"(…To Carthage then I
came")との意外なっながりが,次のような部分に
見られるのではなかろうか｡さきの前半部の引用
のうち,イタリックで示した部分を,今度は鉛筆
書きの初稿で示す｡
Bytheriver
Hishandswereawareofthepointedcomersof
hiseyes
Andhishandswereawareoflongfingers.
Sobecausehewasstruckmadbytheknowledge
ofhisownbeauty
Hecouldnotlivemen'sways,butbecame
adancertoGod.
IfhewalkedincltyStreets,inthestreets
ofCarthage
Heseemedtotreadonfaces,convulsive
thighsandknees.
Sohecameouttoliveundertherock.ll
エリオットの25歳から26歳頃にかけての内的体
験 をさぐるとき,のちに書かれ る"hyacinth
garden"の体験がいかなるものに終わるかほ既に
この詩のなかに示されているように思われる｡伝
統的な表現とは思えない…dancertoGod-という
奇妙に異教的な表現がどのようなイメージから来
ているのか明確でないが,…convulsivethighsand
knees"を避けて岩(この伝統的な象徴が不気味な
使われ万をしていることには注目してよい)の影
に住むようになりながら,そこにあるものは宗教
的な比境の意味を越えた死への願望ともいえるも
のであって,こうした閉鎖的な願望の世界は,こ
の詩が書かれた半年後の,おそらくエリオット自
身にも説明のつかない衝動的な結婚によって,不
幸なかたちで打ち砕かれることになる｡
エリオットはオクスフォードでの留学を1年で
うち切ってロンドンに出,1915年 6月26日,ヴィ
ヴィアンと結婚した.グラマー･スクールの教師
として始まった彼のロンドンでの生活がいかなる
ものであったかは,ヴァレリー･エリオットのファ
クシミリ版への序文や,ゴードンによる伝記など
から窺い知ることができるが,ここではエリオッ
トの生活を語るBurtrandRusselとェ リオット
自身の手紙をいくつか引用するにとどめる｡
-～ヴァードで教えて以来,-I)オットを知っ
ていたラッセルは,1915年の1月,ロンドンの自
分のフラットの前で偶然エリオットに再会して,そ
れ以来何度か会っていたが,その年の7月には,
結婚してまだ2,3週間のエリオットとヴィヴィ
アンに会ってお り,そのときの印象をOttoline
Morrellに書き送っている｡そのなかで既にuHe
isashamedofhismanage,andverygratefulif
oneiskindtoher"12と書いているが,ラッセル
はこの少しあとから2人に深い興味を示すように
なり,やがてヴィヴィアンと感情的にこみ込った
関係にまで発展して,2人の関係については,い
くつかの鋭い観察を残している｡1915年11月のオッ
トライソ･モレル-の手紙ではこう書いている｡
He[Eliot]isbecomingmuchmorelikeaman.
Hehasaprofoundandquiteunselfishdevotionto
hiswife,andsheisrealyveryfondofhim,but
hasimpulusesofcrueltyfromtimetotime.Itis
a Dostoievsky kind of cruelty, not
straightforward,everydaykind.Iameveryday
gettingthinghsmorerightbetweenthem,butI
can'tletthemalone._..Sheisapersonwholives
onaknifeedge,andwilendascriminalora
saint;Idon'tknowwhichyeLShehasaperfect
capacityforboth.13
そして,モレル宛のもうひとつの手紙では,
2人が結婚後,南イソグラソドの避暑地イースト
ポ-ソへ旅行したが,これがヴィヴィアンとェ1)
オットにとって決定的に不幸なものであったこと
1ー16-
を伝えている｡
IamworriedaboutthoseEliots.‥.Itseems
theirsortofpseudo-honeymoonatEastboumeis
beingaghastlyfailure.Sheisquitetiredof
him,&whenIgothereIfoundadesperateletter
fromher,inthelowestdepthsofdespairandnot
farremovedfromsuicide‥ ‥Atpresentsheis
punishingmypoorfriendforhavingtrickedher
imagination-liketheheroineofthe`Playboy[of
theWestem World]'.Iwanttogivehersome
otheroutletthandestroyinghim.14
Syngeの劇を引合いに出す ことによってラッ
セルの言わんとしていることは明白であろう｡エ
リオット自身は,こうした自分の生活について,
大学時代の同級生ConradAikenに宛てた1916年
1月の手紙の中で,友人のウェルドナルが死んだ
ことや経済上の苦しみ,またヴィヴィアソの病状
の心配で詩を書 く時間がないことを嘆きながら
も,こう書いている｡ "But l am having a
wonderfultime nevertheless.I have lived
throughmaterialforascoreoflongpoemsin
thelastsixmonths."15同じ1916年の9月に兄-
ソ 1)-に宛てた手紙の中では, "The present
yearhasbeen,insomerespects,themostawful
nightmare ofanxietythatthemindofman
couldconceive,butatleastitisnotdul,andit
hasitsowncompensation."16と語っている｡彼は
友人にも兄にも,かなり真実に近いことを語 りな
が ら,そ れ で も"nevertheless…とか "but at
least‥."とか書いて,つとめてこの現実のもつ
最低限の価値を相手にも自分にも納得させようと
している｡こうしたエリオットの姿を想像するの
に,われわれは彼が1936年に書いたボードレ-ル
論のなかの一節を引用してみてもよいだろう｡こ
こでの"HeHはボードレールであるが,これをェ
リオットと置きかえてもよいのではないか｡
Hewasoneofthosewhohavegreatstrength,
butstrengthmerelytosujfer_Hecouldnotescape
suffering andcouldnottranscendit,so he
attractedpaintohimself.Butwhathecoulddo,
With that immense passive strength and
sensibilitieswhichnopalmCOuldimpair,wasto
studyhissuffering.17
そして,こうした精神の うちに The Waste
Landの構想が生まれたのである.(この稿,続く)
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